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〇 賀詞交換 

 

〇 社説とは、新聞・雑誌などで、その会社の責任ある意見および主張として

載せる論説のことである。 

  元旦（元日の朝）、いくつかの新聞社の社説を読むことにしている。日本

を代表するいくつかの新聞社の社説を読み解けば、自身の進む道が見えてく

るからである。 

  ただし、明確に主張を述べる社説であればあるほど、その主張の反対側か

らすれば意見や主張に偏りが出てくる。そこで、本日は、多面的多角的な視

点になるように、３つの新聞の社説を紹介したい。 

 

〇 読売新聞「平和と繁栄をどう引き継ぐか、変革に挑む気概を失うまい」 

  太平洋戦争後、日本は平和と繁栄を築いてきた。今日においても、経済成

長率は実質で１%前後と低いが、それでも成長し続けている。治安もよいし、

国民の平均寿命も８４歳と世界トップクラスである。 

  この平和と繁栄を維持発展させるには、社会の変化に対応する変革が必要

である。 

  そして、第２次世界大戦当時のイギリスの首相チャーチルの言葉「悲観主

義者は、あらゆる好機の中に困難を見出す。楽観主義者は、あらゆる困難の

中に好機を見出す。」を用いて、変革に向かう心意気を述べている。 

 

〇 毎日新聞「民主政治の再構築 あきらめない心が必要だ」 

  世界において、多数派の論理で、異論を排除する光景が日常化している。 

  そのような中、民主主義と市場経済がセットで発展することが難しくなっ

た。その理由は、グローバル化が進展すると、いろいろな問題が一つの国家

だけの問題ではなくなる。そこで、政治家の中には、敵と味方の二分化を図

り、味方が半分以上いればよいという政治手法をとる者が現れる。 

  そして、東京大学の宇野重規（しげき）教授の言葉「民主主義というもの

は忍耐心がいるものなのに、決定能力の低さに世界が疲れ、価値観が揺らぎ

始めている。民主主義は非常に危機的になっている。」を用いて、警鐘を鳴

らしている。これは、経済成長を図るには、民主主義をある程度諦めなくて

はならなくなっているという懸念である。だから、あきらめない心が必要で

あるとしている。 

 

〇 朝日新聞「２０２０年代の世界 『人類普遍』を手放さずに」 

  自由と民主主義が押し込まれているという懸念を表明している。例えば、



移民の敵視した自国第一主義、強権的なナショナリズムなどである。 

  これに対して、朝日新聞は、普遍的な目標として、国連のＳＤＧｓ（持続

可能な開発目標）を挙げている。ＳＤＧｓには、貧困や飢餓をなくす、質の

高い教育を提供する、女性差別を撤廃する、不平等をなくす、気候変動やそ

の影響を軽減するなどがある。これをどの程度達成できるかが、２０２０年

代の世界を見る一つの視点だと言っている。 

 

〇 ここからは、この３つの社説を踏まえた、私の考えや主張である。それは、

二項 対立ではなく、二項融合という考え方である。 

   

〇 読売新聞の「平和と繁栄」－「変革」、毎日新聞の「民主主義」－「市場

経済」、朝日新聞の「自国第一主義」や「強権的なナショナリズム」－「持

続可能な開発目標」。いずれの社説も、この相対立するものを対立させたま

まで終わらせることなく、融合しようとしているのである 

 

〇 翻って、皆さんの学校生活や社会生活はどうだろうか。二項対立になって

いないだろうか。極端に何かに偏って、一方を無残に見捨てていないだろう

か。例えば、人間性を高めるには、遊びも勉強も大切である。どちらかに偏

っていないだろうか。学校生活とそれ以外での生活が偏っていないだろうか。 

 

〇 皆さんも何かを対立的な概念で考えるのではなく、融合的に考えれば、相

乗効果が得られより良い成長や発展が図られるのではないでしょうか。 

 


